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第1回定例会 (4/27晴海区民館 )
●誠友会発起人 ( 中山、山本氏 ) を代表し中山司氏から
LCA-J のカウンセリング及びアントプレナー会議を受けた事
業家交流会設立の趣旨 ( 会員相互の事業運営に関する情報交
換、助言、提案、交流・提携をはかり開業もしくは準備中の
起業家の事業の発展をはかる ) が説明され、引き続き会の名
称を誠友会にしたい旨提案ならびに運営方法についての協議
が行われた。
●中山氏から 2003 年 9月に創業されたColor Therapy of 
Japn(CTJ) が紹介された。CTJ は同氏のマーケティング及
び経営における豊富な経験を生かし、サービスの中心にカ
ラーを置いて独特のビジネスモデルを構築しつつある。また
IT 技術を活用して効果的なマーケティングに成功している。
http://www.color-therapy.jp/
< セミナー >「会社設立の手順」について
有限会社・個人を中心に会社設立時の税務署、法務局関連手
続きの具体的内容

第2回定例会 (6/30晴海区民館 )
●誠友会の規約案が了承され、幹事に中山司氏が、事務局に
石井嗣剛氏が選任された。
● 2003 年 10月 1日に開業している、山本ヨガスタジオの
山本信夫氏から順調に会員が増え、140人を超えたことが発
表された。採算点の月間売り上げ 60万円の達成も近い。
●社会保険労務士の小島文幸氏は研究会を発展させた「MCS
総合研究所株式会社」(7 月 1日東中野に設立 ) の常務に就任
することが発表された。今後は人事制度のコンサルタントを
中心に活躍が見込まれる。
●岡島良卓氏は2003年 11月からアジアを旅行し、癒しグッ
ズを中心とした商品を発掘し販売する事業を開始している。
また旅行記、音声を取り入れて独特の雰囲気あるホームペー
ジ (http://www.asian-hotty.com/) を 3月に自前で開設した。
またメルマガにも挑戦している。布袋様に似ている事から
「布袋アジア文化コーディネータ」と自称している。

第3回定例会 (8/26ほっとプラザはるみ )
●市川三紀夫氏はフィリピン人の奥さんのために在日フィリ
ピン人向け輸入食品・雑貨店「HELEN`S MINI MART」を
南浦和駅近くに開店。日本人向け販売も考慮中。計画から開
店までのスピードの速さに驚かされる。
●石井事務局が副理事長として申請中であった特定非営利活
動法人「技術協働ネットワーク」が 8月 20日東京都の設立
認証を受けた。シニアワーカの技術力で中小・個人企業を支
援するNPOという構想であるが今後具体的に組織を作りな
がら試行錯誤的にビジネスモデルを作ってゆく。

●中山幹事は 9月より職業能力開発総合大学校の創業サポー
トセンターにおいて FDN(Future Dream Network) 分科会
の「ネットマーケティング研究会」を主催することとなった。
これは中山幹事の得意とする創業等における具体的なイン
ターネット利用に関する戦略的指導を行い受講者の市場創造
に寄与しようという企画である。
< セミナー >「マネージメントの季節的観察メモ」
9 月末において経営者としてやっておくべき事や検討事項に
ついてコンサルタントの豊富な経験からのアドバイスを実施

第4回定例会 (10/20月島区民館 )
● 12月中旬に小島文幸氏はMCS総合研究所から共同で今
迄での研究成果をまとめた「仕事基準・業績連動型人事制度」
を出版する。(12 月 22日に出版記念パーティが開催された )
●柴光昭氏は日揮退職後、就職せずかつ事業主にもならない
「1人事業者」として活動している。御自身の経験をもとに青
色申告について説明され年金の減額のない「1人事業者」の
メリットを説明された。
●石井事務局は 9月 13 日行政書士としての SOHO事務所
を I&SCの屋号で開設した。
●中山幹事関連
・ビジネスモデルを考案したご近所 e -ビジネス「ARIZO」
は携帯メールによる中小・個人企業が大企業に勝つための顧
客囲い込みツールだが東京都中小企業振興公社主催による都
内商店街や店舗での試験運用が開始された。
・CTJ( カラーセラピーオブジャパン ) はトヨタの雑誌 Plus 
Netz(60 万部発行 ) にカラーに関する記事を掲載した。
●斉藤先生からの連絡事項
・LCA関連企業からの行政書士等の関連業務依頼があった場
合誠友会に話をつなげる。新たなインターネット関連ビジネ
ス ( ネット上の自動車保険販売等 ) の提案がいくつかあるの
で興味ある会員には紹介する。独立・起業に至った動機・理由・
心境及び今後の希望や計画を原稿用紙 3枚程度にまとめて欲
しい。キャリアー開発の貴重なデータとしたい。講師の依頼
を受けた際にはテーマ別に会員の講師派遣を実施する。

第5回定例会 (12/15京橋区民館 )
●波田野毅氏は「世界の偉人たちが贈る　日本賛辞の至言
33撰」を著し 2005年秋に出版の予定。
●杉林健一氏はセイコーインスツルメントにおけるディザイ
ナー経験とイタリア在住の経験を生かし、ミラノの工房で
作られるオーダメード品 ( バッグ、クッション等 ) のネット
ショップを開店した。実物展示等の販売方法を検討中。
●柳町治光氏は日揮退社後、公的立場から中小企業の経営指
導に当たっていた経験を生かし、今年の 4月からコンサルタ
ントとして TEN CORPORATION を開業。従来無料で行っ
ていた相談業務の有料化を考慮中。
●山本ヨガスタジオの山本信夫氏の事業は会員登録者数が
270名を超え、11月はレッスン受講者が 300人となり黒字
を達成し、12月も好調に推移している。今後はスタジオの
稼働率を向上させるため人材の雇い入れを考慮中。
●増田幸三氏は ( 昨年 9月末に銀行を退職 ) 社会保険労務士
の試験に見事合格した。今年は退職金関係のアドバイスを切
り口に事業展開、2005年本格稼働に入る。
●栗原とし子氏は悩み事の相談 ( 人権問題、離婚、相続、引
きこもり、消費者トラブル等 )を目的とするNPO「ライフパー
トナーつくば」(12 月 7日設立申請済み ) を設立し、その後
行政書士を開業 (2005 年 4月予定 ) する。
●中山幹事
CTJ の物販を兼ねたセミナーを実施し、大成功を収めた。
2005年も新しいセミナー展開を活発に実施していく。
●岡島良卓氏は昨年 11月 12日にジェトロ ( 日本貿易 )「中
国からの輸入実務部会」の依頼を受け “ 今あなたは中国に何
を求めていますか ?” のテーマで講師を務めた。
< セミナー >「個人事業主確定申告のポイント」実務的な確
定申告の基本と実務的知識
●斎藤先生より誠友会の今後の活動方法を模索する観点から
「中小企業協同組合法に基づく企業組合の設立」について
全国中小企業団体中央会の説明を聞く機会を検討中との発表
があった。　　　　　　　　　　　　＜文：石井　嗣剛＞

誠友会は2004年 4月 27日に晴海トリトン・ス
クウェア内の晴海区民館で産声を上げて以来2ヶ月
に1回のペースで定例会が行われている。
また定例会後には会員相互の親睦をはかるため毎回
親睦会が開かれている。
12月 15日に昨年最後の第5回定例会が忘年会を
かねて京橋区民館で開催された。
会員は現在当初の8人から15人に増えている。
2005年は斎藤先生の指導のもと起業家集団として
より質的に充実した活動を行うことが期待される。 Copyright (C) 2004 SAY YOU KAI  All right reserved
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アントレプレナーズの初夢・・・2005年

LCA-J の支援の下に独立して志望の事業を開業した人たちや起業を準備中の人たちの有志によって、自発的に結成され自主
的に運営される趣旨の組織である「誠友会」が、発足してから間もなく１周年を迎えようとしています。
昨年は、４月２７日の定例会議を皮切りに、隔月に１回の割合で年間計５回の会議を開くまでになりました、回を重ねるに
つれ会議の内容も充実してきたように思えます。

会議の充実性は次の事実に反映されています。すなわち・・・
１． 自分の仕事について良いことも悪いことも、臆せずに発表して他者の意見を求める、いわば、Active Speaking の姿勢。
２． 他者の事情を自分のことのように捉え、単なる気休めや批判ではなく、親身に建設的に自分の考えを披瀝する、いわば　
　　Constructive Feedback の態度。
３． 自分の仕事の成果や仕方などで、他者に役立つと思われることを進んで提言する、いわば、Consulting の志向、などです。
　　これらは、参加者全員に相乗的効果を与える　グループ・シンキングの実例ともいえるものです。

そこで私は、「誠友会」の今後について、次のようなことをユメ見ています。
優れた固有の知識 (経験、技能、知恵をなどを含む総合的な意味での知識 )を持った人たちの集団であるこの会が、個人の活
動をベースにしながら、そこで得られた知識を全体で活用することができる場、ナレッジ・マネージメントでいうワークプレー
ス、協働作業の場となり、やがては PSF( プロフェッショナル・サービス・ファーム )のように発展することです。

今年もこの会のコンセプト、“自分たちの夢とキャリアの実現に向け、それぞれの事業の開発・発展に誠心誠意取り組んでい
る信頼に値する朋友の集まり “と ” 変化の時代を先駆ける常に前向きで明るく、そして決してへこたれない個性的な事業家集
団 “というキャッチワードに則り、心身両面の健康に留意して頑張りましょう！


